
都市建設局 ２件
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都市建設局 －件 ２　抽出事案について

企業局 －件 ３　その他
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企業局 －件

都市建設局 ２件

企業局 １件

都市建設局 －件

企業局 －件

都市建設局 －件

企業局 －件

都市建設局 －件
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一般競争入札
（事後審査型（電子入札

方式））

平成３０年度　第２回和歌山市入札監視委員会　議事概要

　平成３１年１月３１日（木）

　和歌山市役所 東庁舎４階　入札室

　井伊　博行（委員長）

出席委員氏名

開催日及び場所

審議対象期間

一般競争入札
（事前審査型）

一般競争入札
（事後審査型（持参方

式））

議　事

　毛満　良子

抽出案件（総件数）

平成３０年４月１日～平成３０年９月３０日

　齊藤　久美子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十音順

委員会による建
議の内容

なし

回　　　答

別紙のとおり

意見・質問

別紙のとおり

委員からの意見・
質問、それに対
する回答

随意契約

指名競争入札

　池田　裕明

一般競争入札
（事後審査型（郵送方

式））

公募型指名競争入札



和歌山市入札監視委員会 
平成３０年度 第２回 会議録 

 
 

 [事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

① 紀伊１４９号線道路改良工事その２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

② 河西橋下部工（Ｐ３、Ｐ４）橋脚築造

工事、河西橋下部工（Ｐ３、Ｐ４）仮

桟橋設置工事 

 

 

 

事務局：抽出事案の概要説明 

本工事は、市道紀伊１４９号線の整備を行い、

周辺環境を改善し、歩行者の安全を確保すること

を目的として行うものです。 

市道紀伊１４９号線の場所は、位置図をご覧く

ださい。紀伊駅から少し東側に行ったところから

南下する道路で、今回の施工区間は位置図の赤線

の部分、２７０．９ｍの道路を広げ、歩道を設置

する工事となります。 

 内容としては、一般的な土木工事であり、自社

施工が可能な比較的容易で経費の削減が図れる

見込みが高く、入札参加者が多かったものと考え

られます。 

 

委 員：参加者が多かったのは、割高だったとい

うことではないですか。 

 

事務局：割高だったというわけではなく、先ほど

ご説明したとおり自社施工が可能で企業努力

により経費を削減しやすい工事であったこと

から、入札参加者が多かったのではないかと思

われます。 

 

委 員：発注時期が年度初めということもあるか

もしれませんね。わかりました。 

 

 

 

事務局：抽出事案の概要説明 

 本工事は、一級河川である紀の川に架かる河西

橋の橋梁健全度が低下していることにより、早急

に安全な通行ができるよう橋梁の架け替え工事



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

③ 送水管電気防食工事 

 

 

 

 

を行い、市民の安全で快適な道路環境を確保する

ことを目的とするものです。 

 内容としましては、河西橋の橋脚は７本（Ｐ１

～Ｐ７）あり、今回はＰ３とＰ４の２本の橋脚を

築造する工事です。Ｐ１とＰ５～Ｐ７は施工済み

であります。 

 橋脚築造工事は、ニューマチックケーソン工法

という特殊な工法を採用しており、特殊工法であ

ることから、入札参加者が３者と少なくなりまし

た。 

 受注者は、東亜・中山特定建設工事共同企業体

（ＪＶ）であり、代表者である東亜建設工業はニ

ューマチックケーソン工法の自社施工を行って

おらず、下請業者で施工をします。よって、機械

損料及び経費の圧縮ができず応札額が高くなっ

たと考えられます。 

 

委 員：落札者より低い価格で応札した２者がラ

ンダム係数で失格となって、高い価格で応札し

た業者が落札者となったケースですね。現在の

制度（最低制限価格等の設定基準）だと、もう

このような結果にはならないんですよね。 

 

事務局：昨年の１０月１日以降の公告分から算定

方法を改正しており、仮に本案件に当てはめる

と失格価格が変更となり、落札者が変わること

になります。 

 

委 員：見直してよかったですね。 

 

 

 

事務局：抽出事案の概要説明 

 本工事は、位置図において矢印で示します範囲

に布設されている水道鋼管に電気を流し、鋼管の

腐食を防止するための電源装置及び電極を設置

する電気工事です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料に示しています公告の前に、和歌山市内に

営業所を有することを要件として平成３０年６

月６日に公告を行い、平成３０年６月２８日に電

子入札方式により開札を執行しましたが、入札参

加者が無く不調となりました。 

 今回資料に示しています２回目の公告では、市

内営業所要件を無くし、２者が参加して入札成立

に至りました。 

 電気防食工事は一般的な建築電気工事や電気

設備工事とは異なり、非常に特殊な技術を要する

工事で、実績を有する業者も限られることから、

応札者が少なく、競争性が低いため落札率が高く

なったと考えられます。 

 

委 員：和歌山市内にそういった特殊な技術を持

った業者がなかったということですね。わかり

ました。 

 

 

 

 

 

 

【その他】 
〇 入札制度について 
〇 最低制限価格等の設定基準の改正について 
 
 


